新春知事対談（福井放送）
　このページは、令和３年１月３日（日）に福井放送で放送された新春知事対談番組の内容をまとめたものです。
　県は、県内を代表する５つのトップスポーツチームを「ふくい県民応援チーム」に委嘱。番組では、ふくい県民応援チームでそれぞれの立場で活躍するお二人と杉本知事が、スポーツの振興を通じた地域活性化について語り合いました。
　ゲストは、ふくい県民応援チームの福井丸岡ＲＵＣＫ キャプテン 池内　天紀（いけうち・あき）さんと、同じくふくい県民応援チームの福井ワイルドラプターズ 球団社長　小松原　鉄平（こまつばら・てっぺい）さんです。
（ワクワクドキドキできる福井県）
【司会】
杉本知事、まずはふくい県民応援チームについて教えてください。
【知事】
　福井県では、昨年、２０４０年までを見通した福井県長期ビジョンをつくりました。そのなかで、「ふくいをもっとおもしろく」をコンセプトに掲げています。ワクワクドキドキできる福井県を目指して、県内でのトップスポーツチーム５つを「ふくい県民応援チーム」に委嘱しました。野球の福井ワイルドラプターズ、女子フットサルの福井丸岡ＲＵＣＫ、サッカーの福井ユナイテッドＦＣ、ハンドボールの北陸電力ブルーサンダー、ホッケーの福井クラブです。この５つのチームは全国のトップリーグなどで活躍しており、福井県の宣伝も兼ねて、みんなで応援し、そして地域の活性化につなげていこう。そういう思いを込めています。
（チームとの出会い）
【司会】
　今日のゲストのお二人はふくい県民応援チームで活躍されています。
まずは池内さん、チームとの出会いについて教えてください。

【池内】
　姉が福井丸岡ＲＵＣＫに所属していたので、送り迎えや試合の応援などを通じて、自然にチームに親しむようになりました。そして、友達の誘いを受けて、正式に福井丸岡ＲＵＣＫに所属しました。

　福井丸岡ＲＵＣＫの選手は、全員が福井県出身の選手であり、みんな福井で活躍しています。今季は、全日本女子フットサル選手権に出場し、全国の舞台で戦いました。

【司会】
　福井丸岡ＲＵＣＫの皆さんの学業や仕事を頑張りながらフットサルに打ち込んでいる姿、本当に魅力的で、いつも応援しています。

【池内】
ありがとうございます。

【司会】
　小松原さんは岡山県のご出身と伺っています。どうして福井県に来ることになったのでしょうか。
【小松原】
　私は福井ワイルドラプターズの前身球団である福井ミラクルエレファンツが所属していたルートインＢＣリーグの事務局長を務めていました。２０１９年、福井ミラクルエレファンツが解散を決定。長年にわたって福井に根付きつつあったチームがなくなってしまうのは避けなければいけないと思い、存続活動をリードして支援者を募り、福井ワイルドラプターズとして再出発することになりました。私自身も福井県民となって、昨年から活動をスタートしました。
【司会】
　困難を乗り越えて、今季は良い成績も残されていますよね。

【小松原】
　本当に皆さんの応援もあって、指導者や選手の頑張りで１年目にして地区優勝。そしてリーグ新記録となる２２連勝を果たすことができました。

【司会】
　２２連勝、本当に素晴らしいですよね。

　知事、お二人のこのチームとの出会いや成績のお話を聞いていかがですか。

【知事】
　福井ワイルドラプターズが西地区優勝を決めた試合には私も応援に行き、始球式の投手を務めました。試合を見て感じたのは、まさに「プロ」だなということです。本当にすばらしい試合でした。
　福井丸岡ＲＵＣＫは全日本女子フットサル選手権での優勝やイタリアのセリエＡのチームと試合をして、引き分けになるなど活躍されていますね。また、地域の方との交流も積極的にされていて、池内さんとは地域の夏祭りでお会いさせていただきました。
（ふくい県民応援チームの活動）
【司会】
　ふくい県民応援チームには、力強いプレーだけでなく、県外に向けて積極的に福井をＰＲし、県民に愛されるチームになることが期待されています。

　池内さん、丸岡ＲＵＣＫはプレー以外でもいろんな活動をされていますよね。どんな活動をしているのか教えてください。

【池内】
　私たちは地元の小学生たちにフットサルを知ってもらうために、フットサル体験会を行っています。また、知事がおっしゃったとおり、地元のお祭りに参加して、お手伝いやチームのＰＲをさせてもらっています。

　さらにＹｏｕＴｕｂｅでは、地元の観光地を実際に選手たちが訪れる動画を投稿し、福井県の魅力を県外に発信しています。
【司会】
　地域に溶け込んで活動されているので、魅力が地元に浸透していっているなと感じています。

　そして、小松原さん、福井ワイルドラプターズの活動はいかがですか。

【小松原】
　私たちもＹｏｕＴｕｂｅでチャンネルを運営しています。トクサンＴＶという野球専門のＹｏｕＴｕｂｅチャンネルのサポートを受けながら、もっとチームの魅力や県内の魅力を発信していきたいと思っています。また、昨年新型コロナウイルスの影響で開幕が延びている期間には、「新型コロナウイルス収束後に福井県に行きたい」と思ってもらえるように、「エア福井観光」を企画しました。選手たちが自分の写真をトリミングして、実際にその観光名所に行ったかのような投稿をする取り組みです。
　また、県外での試合の際は、県の観光パンフレットを配っています。

（県民との交流促進）
【司会】
　福井県のＰＲをしてくれているのは、県民としても嬉しいですし、ファン獲得にもつながっているようにも感じます。ふくい県民応援チームのこうした活動を、県民の皆さんにもっと広く知ってもらいたいですね。
【知事】
　県の方でも、県の広報番組の中で扱わせていただいていますし、昨年は地元のテレビ局の番組で毎週月曜日の夕方に試合告知や試合結果を放送しました。また、いくつかの試合を観戦すると、抽選で若狭牛やチームのグッズが当たるスタンプラリーを開催しました。ふくい県民応援チームの試合では観客数が増えるなど、その一助となったのではないかと思っています。
　また、今年３月２８日には、「ふくい県民応援チームふれあいフェス」を福井市のハピテラスで開催します。ここで、ふくい県民応援チーム全体の愛称を発表させていただこうと思っていますので、ぜひ皆さんにもお越しいただきたいと思います。

（スポーツに期待される役割）
【司会】
　ふくい県民応援チームをはじめとする、スポーツの振興がこれからの地域活性化の一つのカギとなっていきます。

　小松原さん、いかがですか。

【小松原】
　ふくい県民応援チームとして、福井ワイルドラプターズは地域貢献を最大の目的に活動していきます。私たちが掲げる目標は大きく２つあり、１つは「エンターテイメントの創出」。そして、もう１つが「スポーツマンシップの普及を通じた人材育成」です。

　エンターテイメントとして、コンテンツとして、地元に力強いスポーツチームがあれば、そこに人が集まって新たなコミュニティや会話が生まれると思いますし、例えば大学で県外に行った学生も、地元に応援したいチームがあるから地元に戻ってくるということにつながると考えています。

　また、スポーツマンシップについては、スポーツというとどうしても体を動かすというところに目が行きがちなんですけれども、スポーツマンシップを学ぶことがスポーツの大きな目的だと考えています。対戦相手、チームメイト、審判、ルールを尊重しながらグッドゲームを目指すのがスポーツマンシップです。スポーツマンシップを理解した人間が地域に多いと、非常に安心感のある、生きやすい地域になっていくと思います。スポーツをしている子供たちに対して、保護者の皆さんや指導者の皆さんが「福井ワイルドラプターズの選手みたいになりなさい」と言ってもらえばわかるような状態を作っていくことで、より皆さんに応援していただけるチームになっていくのではないか、より良い地域づくりに貢献していけるのではないか、と思っています。

【司会】
今やスポーツは競技としてだけでなくて、幅広い役割を担っていますね。
【知事】
　私の場合は運動する方はなかなか得意じゃないので、スポーツを応援する文化、そしてスポーツを頑張る方が活躍してもらえる環境をつくっていくことがとても大事だと思っています。

（スポーツで福井に活力を！）
【司会】
それでは最後に、皆さんの今後の目標や抱負を伺います。

　まずは池内さん、お願いします。

【池内】
　まず、チームの目標は、日本女子フットサルリーグで優勝すること。そして、個人的には、日本代表選手を目指して、世界で活躍できる選手になりたいと思っています。また、私は福井県立大学で経営学を学んでいるので、地元で開催される大会などでは、学んだことを活かして、魅力的な大会を作っていけたらいいなと思っています。

【司会】
　これからも頑張ってください。応援しています。

　そして、小松原さん、お願いします。

【小松原】
　一番意識している数字は試合での観客数です。試合をすればたくさんの人が来て、にぎわっているという状況をつくっていきたいと思っていますので、少しでも認知度が上がるように活動していきたいと思っています。その上で、昨年はリーグチャンピオンシップの準決勝で敗退してしまいましたので、今年はリーグ制覇を目指したい。その上で、選手たちの個々の目標であるＮＰＢ（日本野球機構）への輩出を増やしていきたいと思っています。

　また、チームとして配送業も始めました。私たちは野球の力を使って県外の若者を福井に呼んでくることができるというのも一つの強みですので、人手不足という課題を解決して、地域貢献していきたいという目標を持っています。

【司会】
　これからも応援しています。

　知事、お二人の目標や抱負、力強いですね。

【知事】
　本当ですね、ぜひ応援していかなくてはと思います。福井県は「スポーツまちづくり推進機構」を設立しました。スポーツ大会・イベントの誘致やスポーツチームの応援などを行っていきます。今後は、引退後の選手のセカンドキャリア形成も併せて支援していきたいと考えています。
【司会】
　スポーツが福井をもっと元気にしてくれることを期待して、私たちも県内のチームを応援していきたいと思います。池内さん、小松原さん、そして杉本知事、ありがとうございました。

【皆さん】
　ありがとうございました。

──　了　──
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